
 

 

        

 

 

 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
二
階
寿
ユ
ニ
ッ
ト
介
護
職
員
の
早
川

有
希
子
で
す
。
早
い
も
の
で
、
今
年
も
も
う
九
月
。
あ
っ
と
い
う

間
で
す
ね
。
今
年
の
正
月
の
こ
と
な
ん
て
、
遠
い
遥
か
彼
方
・
・
・

に
感
じ
ま
す
が
、
そ
う
い
え
ば
史
上
初
の
「
永
世
七
冠
」
を
成
し

遂
げ
た
羽
生
善
治
が
、「
初
心
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
こ
う
語
っ

て
い
ま
し
た
。 

「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
っ
て
言
葉
が

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
あ
れ
っ
て
別

に
始
め
た
と
き
の
気
持
ち
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
、
『
そ
の
時
々
の
初
め
て
』

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
例
え
ば
、
将
棋

を
始
め
た
と
き
の
気
持
ち
と
か
、
プ
ロ

を
目
指
し
た
気
持
ち
と
か
、
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
い
い

の
で
は
な
い
か
」
と
。 

 

私
に
も
介
護
の
世
界
に
入
っ
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
『
初
め
て
』

が
あ
り
ま
し
た
。
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
、
喜
ん
だ
り
、
落
ち
込

ん
だ
り
の
毎
日
を
経
て
、
介
護
福
祉
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ひ
と
こ
と 

二
階
寿
ユ
ニ
ッ
ト
介
護
職
員 

早
川
有
希
子 

た
。
意
外
と
楽
し
く
・
面
白
く
続
け
ら
れ
て
い
る

の
も
、
周
り
の
先
輩
や
一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
に

恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
節
目

を
初
心
の
一
つ
と
し
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

目
の
前
に
い
る
利
用
者
様
と
、
ご
家
族
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

公開資料・菜の花だよりは、ホームページから 

ご覧いただけます。 http://seikeikai.info/ 

ただいま「ユニット特集」を掲載中です。 

ただし、9月10月はお休みして、次回は11月号で 

富士ユニット特集を予定しています。お楽しみに！ 

発行：社会福祉法人聖啓会 特別養護老人ホーム菜の花 

電話：054-646-7087     編集：中村  
 

今月以降の行事予定(現在決定分) 

9月 21日 ボランティア  フォルクローレ 

23日 菜の花まつり 

25日 健康倶楽部 

26日 書道倶楽部 

28日 ボランティア Fu～風 

絵手紙倶楽部 

10月10日 書道倶楽部 

12日 手芸倶楽部 

17日 

24日 

華道倶楽部 

書道倶楽部 

  

  

  

  
 

バ
ザ
ー
ご
協
力
の
お
願
い 

 

毎
年
好
評
の
バ
ザ
ー
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
も
し
不
要
な
お
品
物
が
お

宅
に
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
寄
付
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
予
定 

９
月

日
（
日
）
菜
の
花
ま
つ
り 

ご
家
族
様
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

。 そ
ろ
そ
ろ
秋
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

お
時
間
の
あ
る
と
き
に
、
入
居
者
様
の 

秋
冬
の
衣
類
等
の
ご
用
意
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

衣
替
え
の
お
願
い 

ま
た
、
夏
物
に
つ
い
て
は
一
旦 

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、ご
自
宅
に
て

洗
濯
・
保
管
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

百寿のお祝い、おめでとうございます。 
藤枝市長からもお祝いが届きました。 
お名前の由来を伺うと、「明治天皇陛下と同じ誕生日で、 
天皇陛下の家紋の菊にあやかって名付けられたのよ」と 
お話してくださいました。 
百年前、きく様がお生まれになったときの、ご両親様の喜びや 
慈しみの気持ちが生き生きと伝わってくる、素敵なお話でした。 

ピアノとフルートのデュオ、ティラミスさんの演奏と、

全員の合唱で、皆様のご長寿をお祝いしました。 
ご来賓として、元青島第１０自治会長 田中様、青島第 10 自治会 瀬

戸町内会長 吉田様、元民生委員の番場様にご臨席いただきました。 

平成30年度 敬老会を開催しました。長年にわたり社会に尽くしてこられた
高齢者の皆様に敬意を表し、ご長寿をお祝い申し上げます。 

式典や会食の席では、お祝いを迎える皆様の笑顔と、 
やさしく目を交わしたり手助けしてくださるご家族様
との素敵な光景があちこちに見られました。 



 

 

                      

 

  

＜ヒーリング＞ 

意味 ＜ほっとする・心と身体の健康を回復・大宇宙に充満する命＞ 
 
     
 敬老会は、「多年にわたり社会に尽くした老人を敬愛し長寿を祝う」とあります。歴史は

長く聖徳太子が四天王寺に悲田院を設立したと伝えられる日に因んで、９月１５日としたよ

うです。（現在は９月の第３月曜日） 

 ９月の      は「菜の花の敬老会」をお伝えします。 

菜の花の敬老会は９月２日に来賓のご臨席を戴き、無事行われました。今年は、百寿一名・白寿一名・卒寿三名・

米寿四名・の方、全員と入居者代表の皆さまが式典に出席されました。 

敬老会は“福祉施設菜の花”の職員としての使命を発揮し、最も職員の気持ちをお伝えできる機会です。まず演台

はコツコツと用務の職員が手作りしました。記念品に付ける薔薇の花も紙は手染めの和紙で折りました。何れも一年

掛かりでこの日の為に準備した最高の芸術です。又、「敬老会」の看板は書道倶楽部の尾崎先生の作で、先生の作品

は施設内随所で皆様を楽しませて下さっています。当日の主役のヘアとメイクは美容師のコゼットさんが浜松から朝

早くボランティアで担当して下さり、何と言っても、記念の花束は東京の日比谷花壇にお願いし、小さなブーケでも

心を込めて選んだお花でした。 

午後は各ユニットでの祝典も行われ、まだまだ、菜の花職員の“心”をお伝えできませんが、職員一丸となり大切
なお年寄りの尊厳に敬意を表した一日でした。 

菜の花では３６５日が敬老の日と考えて居りますが、まだ

まだ行き届かない点があります。大切なご利用者様の為に、

お気付きの点はどしどしお申し出戴ければ幸いです。 

 

 

              こつこつ折りました 

 

染め紙を作ってうちわに仕立てました。 

お好みの色に染め上げた紙で、涼やかなう

ちわができました。 綺麗でしょう！？ 

暑い中、かき氷は入居者様にも評判良く、それぞれお好きな味を選んで

シロップをかけて召し上がっていただきました。 

練乳もありますよ！あれあれ、舌が真っ赤に染まっていませんか？ 

 冷たいっ！ 

あまり食の進まない時でも、おそうめんならスルッと入ったりしますよね。 

そんな夏の強い味方！おそうめん！私達職員も、たくさん食べてくださる 

皆さんをみると嬉しくなります。…おかずも是非お召し上がりくださいね！ 

墨の匂い、静かな時間、 

素敵な作品ができました。 

思い思いの夏野菜を描いて、「絵手紙風鈴」に仕立てました。 
  元気が出る”ビタミンカラー” が素敵です 。 

優しい風にもゆらゆら揺れて、元気をお届けします。 

かわいいハート型のストラップです。

和柄が優しいデザインですね。 


